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秋の 日は釣瓶("落 とし。春秋(ぃれ市)高し

【秋の日は的瓶落とし】◇秋の]は 急にされるということ。         ,
オ戸の中に釣瓶を畜とすように秋の宮が早く沈む。  :

【香秋高し】◇高齢、ということ。 「春秋Jは 年補の意。          i
「春秋に富むJは 反対に 年 齢がなく期待されること こ のとi
宮の 「春秋Jは  歳 月の意。

「秋の日は鉛瓶落としJと は史く言ったもtbで こ の時期は日暮れが非常,こ早くな

り 夜 明けも遅くなりました。かつ朝晩もあっき,寒 くなってきましたので 新 型イ

ンフルエンサのみならず風恥対策にも十分に気をつけてください。

12月議会は例年よう早く11月19日から12月M日 までの日程で開かれます。私の質 』

回はまだ決まっていませんが 新 型インフルエツサウクテンの接利について医師の治

棟料金が何故高額なのかを進及すること年を考えています。

今号は既に市議会だよりにも載っていますが 9月 議会の一般質問の質躍です。

O補 助金の見直しについて

市では、平成204:10月に各犯団体に交付している89事

業への術助金等のあり方について、検討奮議し結果報告

するように、大学教授や公認全言士等6名で構成してい

る 「船怖市補助金tJ度検討委員会Jに 要請 しました。術助金は班金で賄わ

れているため、公益上の立要 性や公平性、公正な予続きで決定 しているか

等を校討寄議 して、今年の7月 30Bに その鞭告書が提出されました。

田では 「事業仕分けJと いって、国や自治体の事業の必要性を情査 し、

行tl政改Ⅲにつなげる作業をしています。多数決で 「不要」 「民間に任せ

るJ「見直した_しで実施」「実施」争に仕分ける、としています。

限られた財源の有効活用には、国だけでなく船臓市 も 「不要

不急は後回しJ「 無駄を無 くすJこ とは必須です。その意味で

は井併に意義ある章R告書であり書r価すべきもので した。

そのひとつに、地区社会編祉協議会の 「ミ■ディサービス事

討載度科

『活 きていることわざ』
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業J「 いきいきよれあいサoン 事業J等 の7事 業は す べて整理 統 合す

るものとしました。各Fu区|に協の現実を見ると 「お金がくるからその事業

をしなければならない」とか 「せっかくお金がくるのだから位わない手は

ないJ等 で無理に事業をしている話がよく聞かれます。

また い 怖市次業協同組合関係の締助金に対する意見と

して 「何を柿助李で崎っているのか、全体の流れが市民に

見えるようにする必要があるJと 指摘 しています。市はこ

また、 「敬老机い金Jは 古希 喜 斉 米 キ 白 キ等の 「幕秋高し者Jに

対 して古米からお祝いしていたものに限定 し、民生委員を通 して配布して

いる75歳 85歳  95歳 守の方へのお祝い金は廃1として 一 人暮らしの方

の報告書を参考 に 「税金の有効活用Jを 新年度予算に反映する責務がある

と思 うが、やる気があるかどうか伺いました。

一― nf政部抑 答弁―

検討委員会の等査結果の手僚証も必要とF_うが、その起旨を生かして早期の改善
を図ってまいります。

②敬を行中交付金等について

町会 白 い会が70歳以上の方に対して 「歓老祝賀会Jや バス旅行等の手

業を行うと、故老者一人あたり2000円を交付しています。以前に、お金だ

け配って 「ハイ敬老行事をしました」という町会があり、私が質問した結

来 こ れはダメということになっています。

今度は、冠婚募客の際にお近 しとして穀 くことが多くなっ

た 「ギフ トカタログJだ けを配布 しているところがあると師

きました。これもダメなのですが、こんなことがないように、

メモキき程度の簡単な報告書ではなく、復収営の添付を義務

づける必要があるのではないか、と質問しました。
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認知症や夕1価する方をかかえている世ヤ等、そして、高齢者

が金銭的にも内体的にも負担なく安心して生活できること

に、この予算を充当すべきと考えるどうが、と担当部の見

解を伺いました。
一 朽祉サービス部長の答弁 ―

実績報告書への領収書の添付については 町 会等の役員,こ高齢者おヽ多く 「すべて

の徹取きを肪えることはかなりの負担であるJと 聞いており、領取書の添付は難し

いと考えていますが 敬 老会の開拙tあ たっては、交付金の目的に沿った敬者会を

開催するようお願いするとともに 実 績報告の際の統認方法を検討してまいります

敬老視い金は 高 齢者橋祉サービス故討委員会で群議をしてもらっています力て、

その中で 同 様のせ見がありますので 最 終的な意見を鮎まえて対応を検討してま

いります。


